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自分の中で一番大きな成長は、英語で伝えたいことを言えるようになったこと 
今年度も、次世代グローバル人材の育成を目的とした、高校生対象のさまざまなオンライン国際プログラ

ムがあり、本校からも数ヶ月という長期間に渡って参加した生徒がいます。そのうち、２つのプログラムを

紹介します。 

まず、最初に紹介するのは JA Travel and Tourism Business Program (TTBiz)です。TTBiz は公益

社団法人ジュニア・アチーブメント日本が主催で、韓国、シンガポール、フィリピンをパートナーとして、

異なる価値観や文化を持つチームメンバーと英語で能動的にコミュニケーションを行うプログラムで、新た

な価値を生み出せる真のグローバル人材育成を目指しています。協賛企業のチームアドバイザーから助言を

得ながら、オンラインツールを駆使して多国籍チームで議論、旅行企画立案、プレゼンテーションなど、貴

重な体験ができるユニークなプログラムで、全て企業からの寄付で運営する非営利の教育活動です。本校か

らは 1 年 6 組 田中菜々美さん、小竹未紘さんが参加し、深い学びを得たようです。 

 

TTBiz を通して学んだこと ～振り返りシートより～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

1 年６組 田中 菜々美 

 

グループメンバーとのミーティングを繰り返していく

うちに、始めは自信の持てなかった英語での発言も、次

第に発音の不正確さや言葉の拙さを意識しなくなり、伝

えたいことを言えるようになったことが、自分の中では

一番大きな成長だと思います。セミファイナルではベス

トプレゼンテーションに選ばれなかったのはすごく悔し

いです。けれど、私個人でここまで長期間に及ぶプロジ

ェクトに参加したことがなかったので、旅行プランの舞

台である日本をよく知るメンバーとしての発言の重要性

や責任感を身に染みて感じました。また、学校の活動と

TTBiz の活動とを並行してこなしていく必要があったの

で、物事に対して優先順位をつけやすくなり、隙間時間

を使ってより効率的に作業できるようになったと思いま

す。 

 

１年６組 小竹 未紘 

 

私は本行事を経て、初めにグループの他メンバーの英語力に

感銘を受けました。私たちの班は韓国とフィリピンのメンバー

との班でしたが、両国のメンバーともに英語をスラスラと話し

ているのを見て、もしかしたら先に話が進められ、置いていか

れるのではないかという不安がありました。そんな時、同じチ

ームメンバーであった田中さんにとても助けられました。積極

的に会話に参加しようとするその姿を見て、私も勇気を出して

頑張ってみようと思えました。その後は、本番当日まで私なり

に拙い英語ではありましたが会話に入り、メンバーの皆と念入

りにプレゼンの準備をしました。そのおかげで、自身の英語力

を理解した上で、他国の人と多くのコミュニ 

ケーションをとれたことに成長を感じました。 

 

2024年度 長期オンライン国際プログラムを振り返って ～その１～ 

2024 JA Travel and Tourism Business Program (TTBiz) 
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強い好奇心を持ち、考え、視点が変わると、困難な壁をも乗り越えられる 

次に紹介するのは、スタンフォード大学連携講座 Stanford e-Wakayama です。このプログラムは、

和歌山県教育委員会がスタンフォード大学と連携して提供する、和歌山県の高校生向け同時双方向型オンラ

イン遠隔講座です。スタンフォード大学専任講師や現地起業家等による講義、ディスカッションやプレゼン

テーションなど、オールイングリッシュによる１回９０分の講座を６回程度受講することができます。最後

には受講者一人一人が英語によるプレゼンテーションを行いました。本校からは 1 年 6 組寺井敦基くんが

参加し、ベスト・プレゼンテーション賞を受賞しました。オンラインでの閉講式が３月１５日にあり、半年

間に渡るプログラムを無事終了しました。 

 

Stanford e-Wakayama を通して学んだこと ～振り返りシートより～ 

 

 

 Digital detoxプレゼンの要約 
１ デジタルデトックス期間の目標を設定すること 

（自分の場合は英検一次合格する）。 

２ スマホの電源を消し、リビングに置くこと。 

３ ジャーナルで自分のするべきことを明確化させ、暇な時間を作らないこと。 

４ 毎日の生活をルーティーン化させ、毎日の努力に慣れること。 

 

 

 

2024年度 長期オンライン国際プログラムを振り返って ～その２～ 

２０２４年度 スタンフォード大学連携講座  Stanford e-Wakayama 

1 年６組 寺井 敦基 

私は、六ヶ月間、スタンフォード e-Wakayama に参加しました。このコースで、政治学、コミュニケーション学、

公共政策、社会学、経済学、心理学を学びました。そして、最終プレゼンテーションで、デジタルデトックスにつ

いて発表しました。最初の講義の時に想像していたより、スムーズに講座を受けることができました。そこから、

その流れに乗って、修了まで楽しく受講できました。最終プレゼンが、暗記の苦手な自分にとっての踏ん張りどこ

ろでした。実際に、学校でも和歌山県高校生探究活動発表会で、皆さんにプレゼンをさせていただきました。実は、

スタンフォード e-Wakayama の最終プレゼンでは、最初１分で頭の中が真っ白になって、ほとんどアドリブでの発

表となりました。だから、細かい文法のミスがあったり、不自然な文章になったりと滅茶苦茶になっていたと思い

ます。そこで、探究活動発表会の時にはお尻に火がついて、もう一度暗記し直し、本番では、ユーモアを添えた、

個人的にはベストを尽くしたプレゼンテーションができました。 

 一番印象的なのが、このコースでの恩師である、まきこ先生の言葉です。 

「好奇心を持ってください。困難な壁に直面した時、なぜその壁が困難であるのか、その困難とは一体何なのかを、

好奇心を強くして、考えると、視点が変わり、容易く乗り越えれる壁になるかもしれない。」 

この言葉を胸にこれからも、自分の成長を喜びながら、努力しようと思います。 

 最後に、せっかくこの自分の記事を読んでくれたのだから、デジタルデトックスのコツを少し紹介しておきます。

デジタルデトックスで、理想とする自分に一歩近づくことができます。私も自分の目標を達成できました。だから、

皆さんも是非やってみてください。 

Digital detox プレゼンの要約 

１ デジタルデトックス期間の目標を設定すること（自分の場合は英検一次合格する）。 

２ スマホの電源を消し、リビングに置くこと。 

３ ジャーナルで自分のするべきことを明確化させ、暇な時間を作らないこと。 

４ 毎日の生活をルーティーン化させ、毎日の努力に慣れること。 


